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論文要旨

論文題目（外国語の場合は日本語訳を併記すること）

Second Language Pedagogy and Use in an English Village: lnteractional Practices and Sequential 

S血 ctwe

（英語村に起きる第二言語学習と用法→阻員構成及び相互行為活動ー）

論文要旨

There is incre邸 edaw紅enessby both laoguage schol町,and educatora that using as如 oadlanguage 

(L2) ou~ide of thee!函 momis邸 senlialfo,le叩nerato impmve thei, communicative ability. In countries like 

Jap叩， wheresoch opportunities c皿 bedifficult to come by, the establishment of'English Villages'that aim to 

sim"late the experience of using L2 in non-pedagogical sitoations江 cbecoming an ine<easingly common 

manifestation of this petceived need. Howeve,, d邸piteEngli曲 Villag硲 beingtelstively common educational 

institutions (particul江 lythroughout Asia), ve,y little ・resea,ch exists to document the actual inte,actions 

occurring within these sites and how they may <elate to L2 use and pedagogy. 

Adopting a convetsation-analytic (CA) app,pach, the cwrent study examin⇔ 『oughly30 hour.; of 

video data to provide a bottom-up mieto-detailed description of the interaction at Tokyo Glohel Gateway 

(TGG), a I四ge-sealepublicly funded language facility that speciali硲 inproviding realistic simulation 

experiences fo, second language use. By analyzing・ collections of conver.sational phenomeaa, the study 

provid邸 ap叩 icipant-se皿 itivc,praxiological account that teveals the m皿 danemethods (Garlinkel, 1967) 

employed by the foteractants to mrucc sen況 ofone another In and through talk-;n-lnteraction. ln p叩 foul釘， it

shows how participants wo,k to (!) (cc)pcoduc, p,~forred tum-taking pract此 svia inccements, (2) create 

e叩皿dedopportuniti邸 forL2usethroughthedぉignof obstacles to progressivity, (3) em bodily construct lists 

ro, various int.,actional contingencies and (4) encourage student particip叫ionthrough language play. The 

findings furthe, sugg邸 tthat while the simulatod activities at TGG叩enot necessarily accurate,eprnductions 

oftheirreal-world counte巾orts,theyneverthel邸sprovide the・learoers with beneficial opportuniti邸 topractice 

匹 logthefr L2 In a way that is pedagogi叫 lysupportive and treated by the partidpants邸 enjoyable.



［課程博士用］

論文審査の結果の要旨

氏名 NANBU ZACHARY MATTHEW KT 

Second Language Pedagogy and Use in an English Village: Interactional Practices and 

論 文 題 目 SequentialStructure 

（英語村に起きる第二言語学習と用法—連鎖構成及び相互行為活動＿）

判 定 怪 面 不合格

論文チェックソフト 口確認

による確認 口未確認 理由：

区 分 識名 氏 名 論文審査結果について

審 委 員 長 教授 保田幸子 口確認

査
委 員 教授 グリアティモシー 口確認

委
委 員 教授 大和知史 口確認

員

委 員 口確認

要 旨

1．本論文の目的

学習者の第二言語 (L2) によるコミュニケーション能力の向上は、教室外におけるL2使用の機会

が重要であることは自明である．しかし．日本のように，英語を外国語として(Englishas a foreign 

language, EFL)学ぶ環境においては， L2を実際場面で使用する機会を得ることが難しい。そのよう

な中，日本のEFL学習者が様々な体験を通して英語でコミュニケーションをする機会を提供する

「体験型英語学習施設」が注目を集めている。本研究は， 2018年に設置された東京グローバルゲ

ートウェイ(TokyoGlobal Gateway, TGG)の英語村において，英語母語話者のスタッフと学習者が

どのようなインタラクションを行なっているか．スタッフのどのような発話がどのように学習者

のL2学習につながっているかを会話分析 (ConvmationAnalysis, CA)の手法を用いて明らかにす

ることを目指すものである。

2．本論文の構成

第1章では，本研究の学術的・教育的意義について，昨今国内外英語村での言語教育現状、本研

究のリサーチ・クエスチョン及び範囲を説明する．第2章では．体験学習理論、タスクベース言

語教育、教室外の第 2言語使用及びサービス場面での相互作用研究に関する先行研究を概観し，

何が明らかになり，何が未解明であるかを整理する．第3章では，会話分析についての概念的・

理論的背景を明確にするとともに，本研究で採用する研究手法について説明する．第4章では，

研究現場、参加者及びデータ収集等を説明する．第5章から第8章までは，データ分析の結果を伸

びる．

第5章では，ロールプレイタスク会話における「追加部分」 (inc≪ment)について語る。教員である

参加者が一旦自分の番が終わったあと、学習者がすぐ返事しない場合、前の番が終わらない形で

追加表現を配置する．筆者が、この順番行為により、指導者が学習者に考える余裕を与え、返事

がより流暢に行うお互いで英語の流暢さを作り上げることとして分析する．参加者たちが利用す

る会話上のリストに注目する。今までの研究ではリストの 3パート性及びプロソディは明になっ

ているが、それに加え、本研究がともに行う身体的行為 (embodiedpmtices) も順序的な分析に

入れ、非言語的な面にも注目する．それにより、学習者は対象言語では単語が少なくても、体で

コミューニケーションが取れるという共同達成的なプロセスを明らかにする．

第6章では，英語ロールプレイの場面で、学習者がより多く話しつづくため、話し相手である英

語話者がわからない振りしたり問題を示したりする「obstaclesto prngressivity」を利用する。筆者

がこのような相互作用行為によって、学習者はさらに言語上達機会を与えると指摘する．第7章

では，ロールプレイ中、参加者たちが利用する会話上のリストに注目する。今までの研究ではリ

ストの 3パート性及びプロソディは明になっているが、それに加え、本研究がともに行う身体的

行為 (embodiedp<actices) も順序的な分析に入れ、非言語的な面にも注目する．それにより、学

習者は対象言語では単語が少なくても、体でコミューニケーションが取れるという共同達成的な

プロセスを明らかにするまた、第8章では，このような言語習得のために工夫したロールプレ

イタスクでは、ユーモアの役割に注目する。会話に現れる「笑える話題」 (laughables)は順序にど

のような影響を与えるかを分析するとともに、その行為はどうやって学習者に落ち着きさせるな

ども釈明する．最後に第9章、第10章では，これらの分析結果を総括し，本研究の学術的意義と

教育的意義について議論する．

3．独創性と意義

本論文は、第二言語学習の場として，これまでほとんど調査されてこなかった体験型英語学習

施設（英語村）での自然会話に焦点を当て，目的のある体験型タスクを通した実践的コミュニケ

ーション活動を通してどのような第二言語学習が起こるかを，会話分析の手法を用いて詳細に記

述したものである。先行研究の多くが教室内での第二言語学習に焦点を当ててきたことを踏まえ

ると，本研究の着眼点とそこから得られた知見は，英語教育学と会話分析研究双方に新たな知見

をもたらすことが期待される。また，本研究がもたらす知見は，教室内学習とは異なる体験型英

語学習の特異性と存在理由，英語村という学習環境の教育的意義，その中で提供されるタスクや

アクテイビティの応用可能性などに示唆を与えるという点で，言語教師が教室活動を考案する際

の支援につながることが期待され，教育的意義も高い。日本政府が国を挙げてコミュニケーショ

ン重視の外国語教育を推進し続けていることを踏まえると，本研究の研究成果はロールプレイ



や「実世界」 (realworld)のシミュレーションを含む教脊的タスクやその他のカリキュラムを設計

している人々にとっても興味深いものになるはずである。これまで注目されてこなかった英語村

という棗境に特有の 「相互行為における会話 (talk-in-interaction)」を詳細に記録したという点にお

いても，人間同士のインタラクションに関する新たな知見を提供しており，会話分析研究のみな

らず，第二言語習得研究全般に多大な貢献をするものである。

以上のことから， NanbuZachary Matthew K. T.氏の研究は学術的・教育的意義がil'.Ji<'価俯あ

る集積であると評価される。下記に示す通り，関連業績は 6件あり，その中でも， Webof Science 

に名を連ねる国際トップジャーナルに掲載された論文は4件である。したがって，ここに，学位

申請者の NanbuZachary Matthew K. T.氏は博士（学術）の学位を得る資格があると認めるもので

ある。
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